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毛乙孝でP
共
同
利
用
模
範
牧
場
で
、
こ
の
ほ
ど
春
に
放
牧
さ
れ
た
牛
の

・
野
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
牧
場
に
は
今
年
五
月
十
五
日
、
約
二
百
頭
の
牛
が
放

牧
さ
れ
て
お
り
、
野
下
げ
作
業
に
は
役
場
担
当
職
員
や

飼
い
主
ら
約
五
十
人
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ

も
こ
の
五
カ
月
間
に
成
長
し
た
わ
が
〃
モ
ー
君
“
に
、

い
か
に
も
満
足
げ
で
、
一
頭
一
頭
チ
ェ
ッ
ク
す
る
飼
い

G

●

▼
、
月

４
日
⑧

、
日
出

鋤
日
勘

21191715

日日日日

(利（月）仕）（刺

過
日
㈹

妬
旧
⑧ 町

の
動
き

町の人口と世帯数

男7,200人

人口女7，429人

計14，629人

世帯数3，874世帯

(S56.10.31現在）

親
と
子
の
集
い

第
３
回
金
木
町
総
合

体
育
大
会
（
週
・
即
日
）

㈱
車
力
リ
バ
ー
と
の

調
印
式

交
通
安
全
対
策
会
議

金
中
祭
～
肥
日

金
木
町
青
年
教
室

金
木
町
商
工
会
館
修

祓
式
・
記
念
式
典

金
木
町
子
連
・
三
厩

村
子
連
合
同
研
修
会

共
同
利
用
模
範
牧
場

野
下
げ
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金木だより（2）

緊急対策会議

町交通安全

対策協議会

金
木
町
の
交
通
事
故
の
発
生

状
況
が
昨
年
に
比
べ
て
異
常
事

態
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

犠
牲
者
を
出
し
て
は
な
ら
な
い

ｌ
と
、
去
る
十
月
十
五
日
に
町

交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会
長

ｌ
田
中
豊
蔵
町
長
）
で
は
、
死

亡
事
故
抑
止
の
「
緊
急
対
策
会･

識
」
を
開
き
、
対
応
策
を
検
討

し
ま
し
た
。

金
木
警
察
署
管
内
で
は
、
市

浦
村
の
五
人
を
ト
ッ
プ
に
、
当

町
で
二
人
、
中
里
町
で
一
人
の

合
わ
せ
て
八
人
が
事
故
死
し
て

い
る
。
昨
年
一
年
間
の
二
人
に

比
べ
る
と
、
実
に
四
倍
と
い
う

こ
と
で
、
県
内
各
警
察
署
管
内

と
比
較
し
て
も
、
八
人
と
い
う

数
字
は
ト
シ
。
フ
ク
ラ
ス
の
不
名

誉
な
記
録
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

い
く
と
年
末
ま
で
に
二
ケ
タ
台

も
予
想
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
同

協
議
会
で
は
、
金
木
警
察
署
の

協
力
を
得
て
交
通
率
故
の
特
徴

を
分
析
し
、
こ
れ
を
も
と
に
交

通
事
故
防
止
の
対
応
策
を
と
、

こ
の
「
緊
急
対
策
会
議
」
が
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

し
に
、

錘
、
”

、
月

死者 傷者件数

表
１
金
木
町
の
月
別
交
通
事
故
発
生
状
況
（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
度
比
）

9 91

222

７63

表
１
の
通
り
、
当
町
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
四
十
八
件
で
、

金
木
警
察
署
管
内
の
全
発
生
件

数
百
十
一
件
の
う
ち
の
約
四
十

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
昨
年

同
期
の
発
生
件
数
に
比
べ
て
八

件
墹
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
発
生
状
況
を
い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
兄
ま
す
と
、

▼
時
間
別

蛎
故
が
一
番
多
く
発
生
し
て

い
る
時
間
粥
は
、
夕
方
の
午
後

四
時
か
ら
六
時
ま
で
が
十
件
、

続
い
て
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま

で
が
八
件
、
午
後
二
時
か
ら
四

時
が
七
件
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。▼

年
令
別

第
一
当
蛎
者
（
加
害
者
）
と

し
て
は
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
（

854

金
木
町
の
交
通
事
故
の
特
徴

65 6 1

6 66

117

● 28 ２

町
交
対
協
を
中
心
に
防
止
対
策

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
町
警
察
署
で
も
、
朝
夕
の
う
》

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
１
時
に
お
け
る
街
頭
監
爆

各
関
係
機
関
、
団
体
に
郡
故
防
化
し
、
歩
行
者
、
と
く
Ｅ

止
を
呼
び
か
け
、
無
線
放
送
に
や
老
人
の
保
護
、
誘
導
堂

よ
る
安
全
広
報
、
ポ
ス
タ
ー
、
す
る
と
と
も
に
、
速
度
簿

ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
、
チ
ラ
シ
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
徹
底
略

の
配
布
、
安
全
教
室
の
開
催
な
を
図
る
た
め
、
検
問
取
締
瞬

ど
防
止
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
ｕ

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
金
木
し
か
・
し
、
ど
の
よ
う
藍

十
・
二
十
代
）
に
よ
る
も
の
が

二
十
件
と
一
番
多
い
。
被
害
者

は
い
ず
れ
も
交
通
弱
者
の
う
ち

の
子
供
の
犠
牲
が
目
立
ち
、
特

に
幼
児
の
と
び
だ
し
が
大
半
を

占
め
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
母
親
の
目
の
前
で
被
害
に
あ

っ
て
い
ま
す
。

▼
道
路
別

8７9

10 4 1 3

ｊ

粥
招く ｊ

２
１

５
｜くｊ

２
招く

里心’

；ト

ロI

警
察
署
で
も
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
お
け
る
街
頭
監
視
を
強

化
し
、
歩
行
者
、
と
く
に
子
供

や
老
人
の
保
護
、
誘
導
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
速
度
超
過
、

飲
酒
・
暴
走
運
転
の
徹
底
検
挙

を
図
る
た
め
、
検
問
取
締
り
を

強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
・
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
も
、
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
の
は
自
分
自
身
で
す
。

町
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
子
供

や
老
人
に
思
い
や
り
を
持
っ
て

車
を
運
転
す
る
こ
と
が
一
番
の

事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
も
、
道
路
を
横

切
っ
た
り
飛
び
だ
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
は
り
交
通
量
の
多
い
国
道

三
三
九
号
線
が
二
十
一
件
と
約

半
数
近
く
を
占
め
、
続
い
て
県

道
十
八
件
、
町
道
が
九
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▼
類
型
別

類
型
別
で
は
、
正
面
衝
突
や

追
突
な
ど
車
両
相
互
の
事
故
が

二
十
四
件
と
ト
ッ
プ
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
歩
行
者
事
故
も
十

七
件
と
全
事
故
の
三
分
の
一
に

な
っ
て
い
ま
す
。

手一一
一一一一一二二一
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3） りー

町
昌
ｏ
翰
冒
目
ご
閏
邑
邑

■
出
席
者

田
中
町
長

中
谷
教
育
長

町
連
合
青
年
団

Ⅳ
名

町
連
合
行
年
団
で
は
去
る
十

月
十
九
日
に
、
町
長
・
教
育
長

と
諾
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
七
時
か
ら
中
央
公
民
館
に

田
中
町
長
、
中
谷
教
育
長
は
じ

め
、
青
年
団
貝
ら
十
七
名
が
出

席
し
て
、
青
年
団
活
動
の
現
状

や
、
町
行
政
に
つ
い
て
論
し
合

い
ま
し
た
。

●■

は
じ
め
に
田

中
町
長
、
中
谷

教
育
長
が
そ
れ

ぞ
れ
「
町
の
行

政
と
い
う
も
の

は
、
私
一
人
で

出
来
る
も
の
で

は
な
い
。
町
民

の
皆
さ
ん
と
箔

し
合
い
な
が
ら

行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
若

い
背
年
団
に
は

学
ぶ
べ
き
所
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
し

ど
し
質
問
、
提
案
を
し
て
も
ら

い
た
い
。
」
「
現
在
の
背
年
団
活

動
は
今
一
つ
ぱ
っ
と
し
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
期
待

し
て
い
る
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
あ
と
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

懇
談
で
の
お
も
な
も
の
を
上

げ
ま
す
と
、

○
近
年
、
団
員
の
減
少
が
目
立

っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

団
活
動
の
減
退
も
言
え
ま
す

が
、
若
者
の
就
職
場
所
が
少

な
い
こ
と
で
土
地
離
れ
も
影

響
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ

で
町
に
企
業
を
誘
致
し
て
就

職
場
所
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

回
答
Ｉ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

一
伊
出
席
し
た
青
年
団
員

各
企
業
を
訪
問
し
た
結
果
、

蒔
田
小
に
車
力
リ
バ
ー
株
式

会
社
が
来
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

○
現
在
の
団
費
で
は
、
活
動
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
町
で
も
っ
と

助
成
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

回
答
Ｉ
剛
の
活
動
が
活
発
に
な

っ
て
く
れ
ば
、
予
算
の
瑠
額

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
と

な
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

今
後
の
青
年
団
活
動
に
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

●〆

三
厩
村
子
連
と
の
合
同
研
修
会
開
催

金
木
町
子
供
会
育
成
連
合
会

昭
和
五
十
二
年
に
発
足
し
て
れ
た
も
の
で
す
。

か
ら
年
々
活
動
が
活
発
に
な
っ
同
日
午
前
十
時
か
ら
中
谷
教

て
い
る
金
木
町
子
供
会
育
成
連
育
長
は
じ
め
育
成
会
員
ら
約
四

合
会
（
会
長
ｌ
古
川
明
美
）
で
十
人
が
出
席
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

は
去
る
十
月
二
十
六
日
に
、
中
活
動
状
況
を
説
明
、
そ
の
あ
と

央
公
民
館
に
お
い
て
三
厩
村
子
現
在
の
子
供
会
活
動
か
ら
、
よ

供
会
育
成
連
合
会
と
の
合
同
研
き
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
に
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ

こ
れ
は
子
供
会
育
成
会
の
相
た
ら
よ
い
か
、
活
動
の
場
を
増

互
の
親
睦
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
や
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

の
活
動
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
活
動
の
助
言
者
で
あ
る
世
話
人

健
全
な
子
供
育
成
を
推
進
し
て
の
在
り
方
な
ど
、
活
発
な
意
見

い
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
州
か
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

育成よき､リーダー､に

曲
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金 木だより (4）

税だより国○一一一一

サラリーマンの給与

についての所得税は、

毎月の給料やボーナス

が支給されるときに源

泉徴収されることにな

っています。

しかし、一年間の給

与総額に対する年税額へ
町
総
合
体
育
大

似
小
学
校
四
年
女
子
百
メ
ー

ト
ル
予
選
の
模
様
で
す

と給料やボーナスから源泉徴収された所得税

額とは、一致しないのが普通です。

このため、その年雌後の給料やボーナスが

支払われるときに、その差額を粘算します。

これが年末i凋整です。

年末調整では、扶養控除や配偶者控除、生

命保険料控除、二年目以降の住宅取得控除な

どが行われますが、これらの控除の金額は、

サラリーマンの皆さんが勤務先へ提出する各

種申告ilFや証Iﾘ｣鷺,1Fでi汁算されますので、誤り

のないようにしてください。

なお、大部分のサラリーマンは年末調整す

ることでその年の納税が完了しますが、①災

沓や盗難にあって雑拙控除が受けられる人②

多額の医族出を支払っているため医凍控除が

受けられる人③今年初めて住宅取得控除が受

けられる人などは、確定申告が必要です。

なお、詳細は、蛾寄りの税務相談室や税務

署にお尋ねください。

今

■●

女子も男子に負けない

▼ぐらいの力投ぶり……

▲とんだ.〃小学生とは

思えない跳躍 国税だより ○

、●
各
種
目
の
第
一
位
は
次
の
通

り
で
す
。

・
陸
上
小
学
校
の
部

〈
六
十
メ
ー
ト
ル
〉

五
年
男
子
近
村
則
彦
（
金
木

小
）
、
同
女
子
山
中
司
（
金
木

小
）〈

百
メ
ー
ト
ル
〉

四
年
男
子
古
川
純
一
（
喜
良

市
小
）
、
同
女
子
木
村
真
紀
（

嘉
瀬
小
）
、
五
年
男
子
斎
藤
真

樹
（
金
木
小
）
、
同
女
子
田
中

郁
（
金
木
小
）
、
六
年
男
子

岡
田
戒
（
喜
良
市
小
）
、
同
女

子
石
戸
谷
美
千
子
（
金
木
小
）

〈
二
百
メ
ー
ト
ル
〉

六
年
男
子
三
上
孝
宏
（
金
木

小
）
、
同
女
子
藤
本
佳
子
（
金

木
小
）

〈
持
久
走
千
五
百
メ
ー
ト
ル
〉

たばこ消費税は

暮らしの中に生かされています

●
た
ば
こ
は
金
木
町
で
買
い
ま
し
ょ
壱
剤

白
川
隆
康
（
川
倉
小
）

〈
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
〉

男
子
喜
良
市
小
学
校
Ａ
チ
ー

ム
、
女
子
金
木
小
学
校
Ｂ
チ
ー

ム
、〈

走
り
幅
跳
び
〉

男
子
古
川
嘉
彦
（
喜
良
市
小
）
、

女
子
山
中
美
紀
（
嘉
瀬
小
）

〈
ボ
ー
ル
投
げ
〉

男
子
三
浦
朗
（
金
木
小
）
、

女
子
工
藤
真
希
子
（
喜
良
市
小
）

■
陸
上
中
学
校
の
部

〈
百
メ
ー
ト
ル
〉

一
年
男
子
中
村
正
二
（
金
木

中
）
、
同
女
子
三
上
雅
世
釜

木
中
）
、
二
年
男
子
黒
滝
久
善

（
金
木
中
）
、
同
女
子
渋
谷
裕

子
（
金
木
中
）

〈
持
久
走
〉

男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
秋
谷命

画一
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(5） 金木たよ り

■■■■■■■■

出
国

■■■■■日日■日日■■■■■■■ ■ ■ ■ ﾛ ﾛ ■ ■■
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一一元
垂芦

似金
木
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
男
女

混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ｑ
金
木
小
学
校
の
大
合
唱
団

７
回
町 ◆

ザ

民
文
化
祭
〕

しか
わ
い
い
一
年
生
た
ち
も

一
生
懸
命
う
た
い
ま
し
た

ビ
友
行
（
南
盟
、
女
子
八
百
メ

ー
ト
ル
沢
田
恵
子
（
南
中
）

〈
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ
ー
〉

が顔
男
子
南
中
学
校
、
女
子
金
木

笑始
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

終
で
・
卓
球

ド
た

小
学
校
四
年
男
子
竹
内
官
（

－
し

ム
で
金
木
小
）
、
Ｍ
女
子
工
藤
真
紀

な
ん

か
せ
子
（
金
木
小
）
、
小
学
校
五
年

や
ま

》
』
え

な
絶

▲は的の気
す

人
で

の
う

ち
よ

た
の

誰
譲▼

！ロ

ﾛ

男
子
沢
田
尚
希
（
嘉
瀬
小
）
、

同
女
子
斎
藤
美
加
子
嘉
瀬
小
）
、

小
学
校
六
年
男
子
福
士
真
悟
（

金
木
小
）
、
同
女
子
津
島
奈
津

美
（
金
木
小
）
、
中
学
校
男
子

今
俊
順
（
南
中
）
、
同
女
子
松

川
和
代
（
南
中
）
、
高
校
一
般

男
子
伊
藤
国
博
（
役
場
）
、
同

女
子
斎
藤
保
美
子
（
主
婦
）
、

一
般
男
子
三
十
五
歳
以
上
小
田

桐
久
一
（
役
場
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
女
混
合
）

ナ
リ
チ
ュ
ウ
チ
ー
ム

■
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

金
木
老
人
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム

○
将
棋
大
会

小
学
校
小
笠
原
俊
彦
（
豊
川

小
）
、
中
学
校
工
藤
等
（
金
木

中
）
、
一
般
小
笠
原
俊
彦
（
稲

垣
村
）

○
囲
碁
大
会

一
般
角
田
昭
次
（
役
場
）

①

の｡

い

-‐一

囲碁大会は、やはり年▲

配の方々に人気が………
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(6)金木だよ り

小
さ
な
訪
問
者

五
羽
の
白
鳥

冬
の
到
来
を
つ
げ
る
白
鳥
の

姿
が
見
え
は
じ
め
ま
し
た
。
去

る
十
月
二
十
二
日
に
、
喜
良
市

束
岩
見
町
の
溜
池
に
親
子
と
思

わ
れ
る
五
羽
の
白
鳥
が
き
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
長
旅
の
疲
れ
を

い
や
す
た
め
に
舞
い
お
り
た
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
今
も
な
お

居
つ
い
て
お
り
、
子
供
た
ち
が

パ
ン
く
ず
な
ど
を
も
っ
て
い
く

と
、
近
く
ま
で
寄
っ
て
き
て
食

べ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
こ
こ

に
住
み
つ
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

一

舞
い
お
り
た
五
羽
の白

烏

去
る
十
月
十
一
日
、
十
二
日
に

行
わ
れ
た
青
森
蝶
中
学
校
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
金
木
中
学
校

ソ
フ
ト
部
が
兄
覗
優
勝
し
ま
し

た
。
又
、
昨
年
に
続
く
二
年
連

続
優
勝
と
い
う
名
誉
あ
る
勝
利

で
す
。
決
勝
で
は
強
豪
平
賀

西
中
と
の
対
戦
で
、
七
回
表
ま

で
１
１
４
と
り
ｒ
ド
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
裏
に
四
点
を
入
れ

て
の
逆
転
優
勝
で
し
た
。

一
優
勝
し
た

金
中
ソ
フ
ト
部

見事逆転優勝全

金中ソフト部国●

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

作
家
太
宰
治
の
遺
品
な
ど
を

展
示
し
て
い
る
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
の
入
館
者
が
去
る
十
一

月
七
日
に
三
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。
町
で
は
こ
れ
を
祝
っ
て

三
万
人
目
の
入
館
者
に
感
謝
状

と
記
念
品
を
陥
り
ま
し
た
。

同
資
料
館
は
町
民
の
憩
の
場

で
あ
る
芦
野
公
剛
内
に
、
昭
和

五
十
三
年
に
オ
ー
・
フ
ン
、
以
来

五
十
四
年
八
月
に
一
万
人
目
、

五
十
五
年
九
月
に
二
万
人
目
と

蒲
実
に
入
館
者
を
数
え
今
年
で

三
万
人
を
突
破
し
た
も
の
で
す
。

町
で
は
さ
ら
に
多
く
の
人
の

入
館
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。

一
人
気
を
集
め
て
い
る

歴
史
民
俗
資
料
館

入
館
者

三
万
人
を
突
破

」
．
Ｌ
ｊ
堂
■ つ

菫

嘉琴予
咋
、

ｰ｜＝
貢』,論二厘

"4白

墨－－昼一＝

「
地
域
防
災
計
画
の
基
礎
を

つ
く
る
た
め
に
ま
ず
町
自
体
が

」
と
役
場
で
は
去
る
十
月
二
十

七
日
に
職
貝
に
よ
る
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

午
後
三
時
、
役
場
一
階
当
直

室
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で

行
わ
れ
、
避
難
、
杏
類
の
持
ち

出
し
か
ら
、
職
貝
に
よ
る
屋
内

消
火
栓
を
使
っ
て
の
初
期
消
火

作
業
、
ケ
ガ
人
の
救
助
、
避
難

袋
に
よ
る
脱
出
ま
で
一
連
の
避

難
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
職
卿
ら
は
多
少
不
悩
れ
な

一
面
も
見
ら
れ
た
も
の
の
、
い

ず
れ
も
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

真
剣
に防

災
訓
練

ぺ●
歳
時
記
、
＃

、
．

ｉ
、
寒
波

（
冬
将
軍
）

冬
将
軍
出
陣
の
季
節
と
な
り
一
日
ぐ
ら
い
で
気
温
が
摂
氏
五

ま
し
た
。
度
か
ら
十
度
も
急
降
下
す
る
こ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
〃
将
軍
”
と
が
あ
り
、
明
け
方
に
は
日
本

と
は
、
ど
ん
な
将
軍
か
ご
存
知
中
の
温
度
計
が
氷
点
下
に
沈
ん

で
し
よ
う
か
。
こ
れ
は
、
一
八
で
し
ま
い
ま
す
。

一
二
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
、
で
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
く

モ
ス
ク
ワ
に
速
征
し
た
時
、
ロ
ら
い
の
寒
さ
が
、
ど
の
く
ら
い

シ
ア
の
寒
さ
と
雪
に
は
ば
ま
れ
の
早
さ
で
や
っ
て
き
た
ら
寒
波

て
敗
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
本
で
一

い
う
話
か
ら
き
た
も
の
で
、
連
は
、
は
っ
き
り
し
た
決
ま
り
は

戦
連
勝
を
誇
っ
て
い
た
ナ
ポ
レ
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
波
と
い
う
言
一

オ
ン
を
拒
ん
だ
の
が
冬
将
軍
と
葉
は
英
語
の
コ
ー
ル
ド
・
ウ
エ
ー

い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
正
体
は
－
プ
の
訳
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

シ
ベ
リ
ア
寒
気
団
と
呼
ば
れ
る
で
は
、
寒
波
が
襲
来
す
る
と
防

世
界
最
大
の
高
気
圧
で
す
。
災
措
置
を
と
る
必
要
か
ら
、
そ

と
こ
ろ
で
、
冬
に
な
る
と
テ
の
基
準
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
〃
寒
波
“
と
二
十
四
時
間
以
内
の
気
温
の
下

一
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
が
り
具
合
と
最
低
気
温
が
各
地

日
本
海
北
部
や
北
海
道
方
面
に
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
｜

低
気
圧
が
発
達
す
る
時
、
大
陸
そ
れ
に
し
て
も
、
今
シ
ー
ズ

か
ら
冷
た
い
シ
ベ
リ
ア
寒
気
川
ン
も
〃
冬
将
軍
〃
に
負
け
な
い

が
波
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
現
・
よ
う
に
体
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、

象
を
寒
波
と
い
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
省
エ
ネ
に
も
心
し
た

寒
波
に
襲
わ
れ
る
と
、
わ
ず
か
い
も
の
で
す
ね
。

歳
時
記

’一

一
一



″
躍
進
〃
を
続
け
る
池
田
繊
維

本
社
三
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行

金
木
町
が
誘
致
企
業
第
一
号

と
し
て
昭
和
五
十
年
に
誘
致
し

た
池
田
繊
維
は
、
去
る
七
月
六

日
、
飯
坂
温
泉
ホ
テ
ル
「
楽
」

で
、
本
社
創
業
三
十
周
年
記
念

式
典
を
盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た
。

金
木
町
か
ら
は
金
木
工
場
従
業

貝
全
員
と
町
長
代
理
と
し
て
助

役
、
企
画
室
長
が
招
か
れ
て
出

席
し
ま
し
た
。

池
田
繊
維
株
式
会
社
は
昭
和

二
十
七
年
東
京
に
創
業
し
て
以

来
、
着
実
に
躍
進
を
続
け
、
現

在
秋
田
県
、
岩
手
県
、
青
森
県

の
北
東
北
三
県
に
七
工
場
を
持

つ
中
堅
縫
製
会
社
と
し
て
の
地池田繊維金木工場

位
を
築
い
て
お
り
ま
す
。

金
木
工
場
は
昭
和
五
十
年
十

二
月
の
操
業
で
す
が
、
こ
の
た

び
業
務
拡
張
の
た
め
、
従
業
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

作
業
風
景

従業員募集.夕

■募集人員男子2 名

18歳以上学歴不問

女子12名

18歳～45歳〃

■日給面談による

■体日日曜日

■勤務時間午前8時～午後5時

■その他交通賛支給(最高5,000円まで）

ご希望の方は､履歴書持参のうえ、

12月5日(土）までに

池田繊維金木工場まで申し込んで下さい。

池田繊維(株）金木工場

金木町喜良市TELO2537

ひ

大
橋
春
香
（
良
二
喜
良
市

其
田
忠
（
孝
文
）
川
倉

今
詩
子
（
定
博
）
喜
良
市

荒
間
正
志
（
正
一
）
金
木

田
中
智
巳
（
雅
彦
）
中
柏
木

山
中
歩
（
購
美
）
嘉
瀬

長
内
俊
隆
（
孝
臣
）
金
木

小
野
学
（
正
道
）
喜
良
市

太
田
静
（
石
男
）
〃

今
明
子
（
秀
男
）
〃

戸籍の窓□お
め
で
と
う
お
し
あ
わ
せ
に
（
臘
美
鞭
一
綴
瓢
一
鮠

,_、l

Wl
ー

〆一、〆一、〆一、〆~ヘ〆一、／一、〆一、／一、〆~ヘ〆一、〆一、〆一、

斎黒葛桧長中境吉 米 木 熊 浅 中 棟 白 羽 中米福葛加鴫米木
藤 川西川内谷谷田塚下谷田川方川場村谷士西藤海谷村
久 美大る久恵恵
美明奈 芳泰 佳キ敏い勤静孝鈴広美茂昌美一士八｜ﾘ]丈
子 彦子一子宏ス正子也枝志代信子雄子尚子省子嘉美則

へ

諏三秀壷蕊零蕊蕊蓬霊蕊藩砺な王理毎助_／、_～、_～、_～～～、_～、_～、_～、_～、_～
ー

長嘉 金 中 五 川 五金中嘉宮金京嘉金秋干喜浪金稲嘉愛嘉
野里所所里城都田葉良岡垣知
県瀬木町市倉市木町瀬県木市瀬木県県市町木村瀬兇瀬

〆一、〆一、〆一ヘ〆一ヘ〆一へ〆一、〆一、〆一、〆一、〆一、／一、〆

篠中山鳴其徳田 臼伊泉松菊成角中羽山藤山秋加羽松
村谷中海田田中井 藤 谷 川 池 田 田 村 田口森中元藤賀橘

久

和久勝一達広裕 節 光 妙 正 順 憲 秀 一美優端智英孝
江豊子文見彦子 光子一子直子司子誠子誠子彦子樹子

へ

至壼蕊雲霊謹蕊蕊雲蕊塞§
東川五嘉川蒔金北大川嘉驚謂金金大東川稲一群金喜京所阪京垣嘉應良
都倉市瀬倉田木腎勝倉瀬町村水木市部倉村瀬県木市

窪
詑
谷
麻
霊
一
麺
罪
一
鍔
良
和
（
艸
雛
夕
聴
群
一
睦
手
一
躍
所
輌

繩
謡
零
一
川
多
倉
霧
山
撰
蕊
毒
纈

搾
確
鋤
罐
一
》
準
一
》
良
悼
（
訓
幟
拝
希
一
霊
琴
野
詐
建
伽

佐
藤
静
佳
（
正
信
）
金
木
（
師
岬
は
圭
謎
一
錘
磁
一
鋤
里
柚

●（
婚
緬
蓉
塞
麺
澤
一
筆
幽
岬

〆一、／一、〆一、〆一、〆一、／一、一一、

小小青黒今泉永今橋荒加金西秋
川野田川谷坂本関藤島堀田

さ八富
益正光正信と昭千正久寿景
代三代信子修み人代敏子昭子尊
へ〆へヘヘ～へヘヘヘヘヘヘヘヘ

五 正 光 夕 玉 粂 正 光 和 通 幹 永 久 松
郎志男マ蔵五雄二一義雄吉弥則
､~～〆、-へ診、-〆郎一一、-へ‐″、-～〆、-ﾊｰ〆

議讓謹鑪露鴛製

斎
藤
好
六
（
師
歳
）
嘉
瀬

鳴
海
工
（
０
歳
）
〃

横
山
勝
視
（
妬
歳
）
喜
良
市

伊
藤
季
三
郎
（
副
歳
）
金
木

古
川
忠
則
（
錦
歳
）
喜
良
市

沢
田
み
そ
（
鯛
歳
）
嘉
瀬

山
田
ミ
サ
ヲ
（
帥
歳
）
喜
良
市

木
村
な
よ
（
師
歳
）
金
木

吉
崎
シ
ナ
（
沼
歳
）
嘉
瀬

小
林
よ
し
（
鍛
歳
）
金
木

秋
元
貞
雄
売
歳
）
嘉
瀬

尾
野
弘
和
（
４
歳
）
金
木

お
く
や
み
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金木だより（8）

乳幼児の健康診査昭和56年度災害に伴う

世帯更牛資金の貸付実施
本年6月の降ヒョウ及び台風15

号により被害を受けた世帯に対し

て、世帯更生資金を貸付します。

口貸付対象者

現に災害で被害を受けている世

帯で、他から融資を受けること

が困難な低所得世帯

口貸付条件

(1)貸付限度額60万円以内

(2)貸付利子年3％

(3)据置期間1年以内

（4値還期間7年以内

（5順還方法月賦半年賦、

年賦

口受付期間

昭和56年12月121日まで

※詳しいことは、金木町社会福祉

協議会へお尋ねください。

n3-211m74,3-2241

乳幼児の健康診

査を次の日程で行

います。該当する

乳幼児には、必ず

受診させるように

して下さい。

雇用保険の失業給付を

、受けようとする方へ
（3カ月児健康診査）

口受付日時

12月17B(木）

午後1時～2時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和56年9月生まれ

昭和56年12月1日～57年3月31

日までの間に安定所へ離職票を提

出される方は、特に次の点に留意

して届出をして下さい。

口求職申込時に持参すべき書類

(1)離職票

離職票Nol、離職票No2の2

枚1組です。

(2)口座振込用紙

この用紙がないと保険金の振

込がなされません。

(3)印鑑

(4)出稼台帳又は求職票

出稼された方は役場窓口より

出稼台帳を、それ以外は安定

所にある求職票が必要です。

口離職票を安定所へ提出後の認定

取扱場所

(1)認定場所役場3階会議室

(2)時間9時より

(3)認定月日

安定所で指定しますが、指定

月日は金木町民の方は、必ず

火曜日になっております。

※昭和56年12月26日～57年1月4

日までの期lHlは、雇用保険業務

が五所川原安定所で受付できま

せん。本年は12月25日までに、

来年は1月5日から開始いたし

ます。

ゴ●

(1歳6カ月児健康診査）

口受付日時

12月17B(木）

午後12時40分～1時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和55年6月生まれ

収納代理金融機関に指定

昭和56年11月11日付で嘉瀬農業

協同組合も収納代理金融機関に指

定されました。

税金の納入など、一層便利にな

りましたのでこ利用くだ,さい。
みなさんの善意が

これだけ集まりました

「赤い羽根｣をシンボルとして、

広く国民に親しまれている国民た

すけあい「共同募金運動」で、町

民のみなさんのあたたかいご協力

をいただき、多額のお金が集まり，
ました。

募金総額1,255,996円
(S56.11.12現在）

青森県共同募金会
金木町分会

離乳食実技指導

口受付日時

12月10B(木）

午前9時30分～10時

口場所

役場3階保健相談室

口対象

昭和56年7月、8月生まれの乳

児をお持ちの保護者

可●

一

児童生徒の明るい選挙啓発標語集③

沢田敏幸

木下清

野宮真奈美

伊藤瑞英

○明るい正しい選挙をしましよう・……･……………………･嘉瀬小五年

○選挙違反当選してもうれしくない……．．…………………・〃

○日本の将来を決めるのは君の一票だ…･…………･………金木中三年

○よい町は正しい選挙から生まれる．……･………･…………〃
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